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井
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暴
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□
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□
開
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部
□
汗
□
□
□
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職
場
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□
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行
□
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□
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意
□
行
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□
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囲
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□
変
□
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今
□
□
□
□下
駄
□
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□
□
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□
克
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□
□
□
□
□
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□
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働
行
為
□
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話
□
貫
徹
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□
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□
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□
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□
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□
□
各
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□
責

任
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□
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□
行
動
□
□
□
□
□
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□
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働
行
為
□
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□
中
□
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話
□
貫
徹
□
□
□

□
□
□
体
制
□
構
築
□
□
□
□
□
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成
果
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◆
続
発
□
□
不
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労
働
行
為
□
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□
□
問
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意
識
□
一
致
□
□
□
職
場
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会
□
開
催
□
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不
当
労
働
行
為
□
受
□
□
仲
間
□
共
□
□
□

□
□
体
制
□
構
築
□
□
□
□
□ 

◆
不
当
労
働
行
為
□
繰
□
返
□
□
嘘
□
□
□

続
□
職
場
□
□
□
□
□
□
□
□
副
長
□
許
□

□
□
□
交
渉
□
曖
昧
□
回
答
□
□
□
□
□
会

社
□
強
□
怒
□
□
持
□
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職
場
□
発
生
□
□
不
当
労
働
行
為
□
対
□

抗
議
□
□
□
□
一
人
一
人
□
□
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意
志

□
持
□
□
□
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重
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□
団
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渉
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□
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体
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□
掲
示
□
作
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□
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職
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□
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□
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□
□
□
体
制
□
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□
□
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働
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□
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□
□
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組
合
□
務
□
□
□
□
対
立

□
確
認
□
□
□
□
解
決
□
□
□
□
□
□
□
□

□
手
段
□
活
用
□
経
営
体
質
□
是
正
□
□
□

□
□
□
労
働
組
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□
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□
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□
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組
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仲
間
□
□
□会
社
□
私
□
□
□
諦
□
□
□

□
狙
□
□
□
□
□□
□
指
摘
□
受
□
□
思
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
気
□
□
□
□
現

在
懲
罰
的
日
勤
教
育
□
行
□
□
□
□
□
□
□

労
災
申
請
□
□
□
□
□
□
□
真
実
□
明
□
□

□
□
□
攻
撃
□
防
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
労

働
組
合
□
存
在
意
義
□
□
□絶
対
□
職
場
復
帰

□
□
□
□□
□
思
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

◆
自
分
□
弱
□
□
出
□
合
□
□
乗
□
越
□
□

□
□
□
何
□
□
□
□
□
□
議
論
□
□
□
分
会

執
行
部
□
変
□
□
対
話
□
貫
徹
□
□
□
□
□

□
□
前
進
□
□
□
仲
間
□
必
□
職
場
復
帰
□

□
□
一
万
人
組
織
□
本
気
□
作
□
上
□
□
□ 

 

②
組
織
強
化
□拡
大
□
向
□
□
□
□
□
□ 

◆
□
名
□
組
織
拡
大
□
実
現
□
□
□
本
人
□

状
況
□
聞
□
□
□
□
□
行
動
□
□
仲
間
□
成

果
□
今
後
□
相
談
□
□
□
組
織
□
□
□
□
□
□ 

◆
支
部
□
昼
食
意
見
交
換
会
□
定
例
開
始
□
□

情
勢
□
共
有
化
□
期
末
手
当
□
本
部
激
励
□

報
告
集
会
□
□
参
加
□
繋
□
□
□
□
□
今
後

□
開
催
□
□
組
織
強
化
□
□
□
□
□ 

◆
何
度
□
集
□
□
場
□
作
□
議
論
□
重
□
□

□
□
□
□
□
実
践
□
過
半
数
代
表
選
□
勝
利

□
□
□
組
織
強
化
□
課
題
□
□
□
□
人
□
置
□

□
担
□
手
□
意
識
□
□
□
□
□
□
□
拡
□
□

□
□
□
□
□
勝
利
□
根
拠
□ 

◆
過
半
数
代
表
選
□
不
安
□
□
□
□
□
□
仲

間
□
□
議
論
□
転
換
□
□
危
機
感
□
強
□
持

□
職
場
内
□
広
□
□
□
他
職
場
□
□
□
□
□

□
我
□
物
□
□
各
□
□
□
□
□
実
践
□
多
□

□
仲
間
□
自
分
事
□
□
□
考
□
□
□
□
□
□

社
友
会
□
□
絶
対
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

◆
組
織
再
編
□
組
合
員
□
多
□
□
転
勤
□
□

厳
□
□
現
実
□
□
□
□
□
□
□□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□□
□
仲
間
□
声
□
受
□
□
奮
起
□

□
過
半
数
代
表
選
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

不
当
処
分
□
横
行
□
□
職
場
□
□
□
□
□
□
□

知
□
□
□
仲
間
□
□
働
□
□
□
□
会
社
□
□
不

満
□
声
□
形
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

③
業
務
課
題
□施
策
検
証
□
□
□
□
□
□平

和
活
動
□
□
□
□ 

◆
要
員
不
足
□
□
職
場
□
問
題
□
対
□
□
意

見
□
聞
□
□
□
会
社
姿
勢
□
怒
□
□
持
□
□

□
声
□
非
組
合
員
□
□
□
出
□
□
□
□
職
場

□
少
□
□
□
一
体
化
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

組
織
強
化
□拡
大
□
□
□
□
□
□
□
□ 

◆
監
視
□
□
□
□
車
両
□
□
□
□
□
□
移
動

時
□
自
転
車
等
□
問
題
□
□
□
□
会
社
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
図
□
□
言
□
□
□
□
声

□
□
□
□
□
□
休
日
出
勤
□
時
□
□
□
問
題

発
生
□
度
□
分
会
□
情
報
化
□
□
□
□
□ 

◆
改
札
□
□
□
□
□
□
□
□
設
置
□
□
係
員

□
不
在
□
□
業
務
軽
減
□
企
画
業
務
推
進
□

目
的
□
□
□
要
員
削
減
□
□
危
機
感
□
持
□
□ 

◆
利
用
者
□
経
営
□
都
合
□
押
□
付
□
□
姿

勢
□
□
信
頼
□
得
□
□
□
□
□
改
札
□
無
人

□
□
□
□
□
□
□
□
□
駅
員
□
□
□
姿
□
見

□
旅
客
□
□
□
思
□
□
□
議
論
□
広
□
安
心

□
□
働
□
□
職
場
実
現
□
向
□
□
□
□
□
□ 

◆
電
力
設
備
技
術
□
□
□
□
化
□
□
□
年
□

経
過
□
□
□
支
社
□
一
体
化
□
□
□
□
要
員

□
増
□
□
□
負
担
□
増
大
□
事
故
対
応
□
□

□
本
来
業
務
□
後
回
□
□
□
業
務
量
□
□
□

□
□
□
多
□
□
夜
勤
□
前
後
□
□
超
勤
□
離
職

□
相
次
□
技
術
継
承
□
進
□
□
□
□ 

◆
工
務
職
場
□
□
事
故
□
相
次
□
□
□
□
□

吉
川
変
電
所
□
事
故
□
□
停
電
□
発
生
□
一

歩
間
違
□
□
□
死
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

変
電
業
務
□
□
□
移
管
□
行
□
□
□
□
状
況

□
改
善
□
□
□
□
□
□
□
在
来
線
保
線
部
門

□
見
直
□
□
提
案
□
□
□
□
□
□
□
□
現
状

□
□
□
□
意
見
集
約
□
□
□
□
□ 

◆
沖
縄
研
修
□
駅
□
仲
間
□
参
加
□
戦
争
□

駆
□
□
□
□
□
若
者
□
□
□
□
知
□
□
戦
争

□
絶
対
□
起
□
□
□
□
□
□
□
□
□
意
識
□

行
動
□
□
□
□
□
□
□
□
戦
後
□
□
年
□
節
目

□
前
□
課
題
□
共
有
□
□
事
□
□
□
□
□ 
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□
□
春
闘
□
□
□
□
□
□
□
総
連
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
一
律
□
□
□
□
□
円
□
□
□

□
□
□
□
具
体
的
□
要
求
□
統
一
要
求
□統

一
闘
争
□
支
部
□分
会
□部
会
□
一
体
□
□
□

□
□
□
□
□
抜
□
□
□
□
□
□
□
地
本
□
職
場

討
議
資
料
□
活
用
□
□
□
□
□
□
□
□
取
□

組
□
□
提
起
□
□
□
□
□
□
□
会
社
□
支
払

□
能
力
□
□
第
□
四
半
期
決
算
□
見
□
□
□

十
分
□
□
□
□
□
昨
年
□
賃
上
□
□
□
□
□
□

平
均
□
□
□
□
□
円
□
定
期
昇
給
□
合
□
□

□
□
□
□
□
％
□
□
□
経
団
連
□
調
査
□
□
大

企
業
□
平
均
□
□
□
□
□
％
□
□
□
□ 

 

大
企
業
□
内
部
留
保
金
□
□
□
□
兆
円

□
□
□
□
□
□
□
□
現
実
□
見
□
□
□
成
果
□

公
正
□
配
分
□
□
□
□
□
□
□
□
私
□
□
□

労
働
者
□
□
□
□
□
労
働
力
□
売
□
□
□
□
生

□
□
□
□
□
□
□
□
資
本
家
□
労
働
者
□
□

□
使
□
□
利
益
□
上
□
続
□
□
□
□
□
仕
組
□

□
変
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
賃
金
□

労
働
者
□
団
結
□
□
□
□
□
□
取
□
□
□
□

□
□
□
□
□
私
□
□
□
先
行
□
□
成
果
□
引

□
出
□
□
□
□
関
東
本
部
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
協
議
会
□
仲
間
□
共
□
最
後
□
□
□

□
□
□
抜
□
□
□
□ 

□
□
同
時
期
議
論
□
□
□
夏
季
手
当
□
□

□
□
□
□
□
□
月
□
要
求
□
□
□
□
□
□
判
断

基
準
□
□
□
第
□
四
半
期
決
算
□
増
収
増
益

□
満
額
支
払
□
根
拠
□
□
□
□
□
□
年
間
□

□
月
以
上
□
期
末
手
当
□
水
準
□
勝
□
取
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
年
度
経

営
方
針
□
社
長
□
□
□
□
□
□
支
社
再
編
□

人
事
賃
金
制
度
□
改
正
□
言
及
□
□
□
□
□
□

新
□
□
施
策
□
対
□
□
□
本
柱 

□
□年
功
賃

金
□
廃
止
反
対
！
手
当
□定
昇
□
□
□
□
□

生
涯
賃
金
□
減
額
反
対
！
更
□
□
成
果
主
義

型
□
□
変
更
□
許
□
□
□
□
□
□
□
！
□□
基

軸
□
問
題
意
識
□
一
致
□
図
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□不
当
労
働
行
為

□
許
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
定
期

中
央
委
員
会
□
□
□
□武
蔵
小
金
井
駅
暴
行

事
件
□
知
□
□
□
組
合
員
□
□
□
□
□
□
□□

□
□
提
起
□
□
全
組
合
員
□
□
総
対
話
□
周

知
□
□
□
％
□
組
合
員
□
貫
徹
□
□
□
□
□

多
□
□
代
議
員
□
□
成
果
□
語
□
□
□
□
□

□
□
今
後
□
本
部
□
□
提
起
□
□
□
□
□
闘

争
支
援
□
各
支
部
□分
会
□
創
意
工
夫
□
□

物
心
両
面
□
支
援
□
□
願
□
□
□
□
□ 

次
□
平
和
□
取
□
組
□
□
□
□
□
□
□
□
戦

後
□
□
年
□
迎
□
□
中
□
日
本
□
平
和
主
義

□
貫
□
□
戦
争
□
□
□
□
他
国
□
戦
争
□
加

担
□
□
□
□
□
□
□
□
憲
法
□
条
□
□戦
争
□

放
棄
□□
□
□
□
□
□
□
□
改
□
□
憲
法
□
条

□
重
要
性
□
認
識
□
□
取
□
組
□
□
創
□
出

□
□
□
□
□
□
□
□
月
□
□
参
議
院
選
挙
□

□
□
□
□
□
□
□
東
労
組
□
理
念
□
同
□
□

□
□
議
員
□
国
政
□
送
□
□
□
□
憲
法
□
条

□
守
□
□
□
□
□
□
創
□
出
□
□
□
□ 

最
後
□
不
当
労
働
行
為
□
対
□
□
今
後
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
大
宮
地
本
□
□
労

使
□
基
礎
的
条
件
□
□
□
□□
項
目
□□
□
□

□労
働
協
約
□
則
□
□
労
使
間
□
諸
問
題
□
速

□
□
□
団
体
交
渉
□
□
□
□
話
□
合
□
□
□

□
解
決
□
□
□
□
□□
愚
直
□
守
□
□
粘
□
強

□
労
使
議
論
□
行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

大
宮
支
社
□
元
大
宮
運
転
区
組
合
員
□
不
当

処
分
□不
当
転
勤
□
交
渉
□
□
□
□個
人
□
懲

戒
□
関
□
□
□
□
□□
□
□
面
談
内
容
□
議
論

□
拒
否
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
明
□
□
□

労
働
協
約
第
□
□
条
□
団
体
交
渉
事
項
□懲

戒
□
基
準
□
関
□
□
事
項
□□
労
働
協
約
違

反
□
□
□
現
在
行
□
□
□
□
□
元
小
金
井
運

転
区
□
□
□
□
□
運
転
区
□
発
生
□
□
不
当

労
働
行
為
□
□
□
□
□
□
組
合
□
指
摘
□
認

□
□
管
理
者
□
□
処
分
□
出
□
□
□
□
□
□
□

嘘
□
□
□
□
逃
□
回
□
□
□
□
者
□
不
問
□

□
□
□
□
□
□
□
被
害
□
受
□
□
組
合
員
□
□

調
査
□
求
□
□
□
継
続
議
論
□
□
□
□
□
□

□
□
小
山
運
輸
区
□
車
両
□
□
□
□
□
移
動
□

□
自
転
車
□
一
方
的
□
使
用
中
止
□
□
□
□

□
対
□
□
交
渉
□
□
□
問
題
□
核
心
□
□
□

議
論
□
□□
□
場
□
□
□
□
□
□
□□
拒
否
□

□
□
□
□
労
使
慣
行
□
一
方
的
□
変
更
□
違

法
□
□
□
□
信
義
誠
実
違
反
□
不
当
労
働
行

為
□
□
□
□
□
□
通
告
□
□
□
□
□
□ 

大
宮
地
本
□
現
在
交
渉
中
□
団
体
交
渉
□

真
摯
□
向
□
合
□
解
決
□
求
□
□
□
□
□
□
□

団
体
交
渉
□
解
決
□
□
□
□
場
合
□
□
全
組

合
員
□
職
場
討
議
□
行
□
□
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発言された１２名の委員 
（順不同・敬称略） 

宇都宮：山田・渋谷・金杉 

大  宮：扇子・住谷 

浦  和：山口・長瀬・高橋 

宮  総：宮尾 

支  社：山下 

部  会：武井・中村 



２０２５年３月２７日           ＪＲ東労組大宮地本              第２９０号（４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
委員会宣言 

 

ＪＲ東労組大宮地本はさいたま市文化センターにおいて「第２５回定期委員会」を開催し、２月６日に行われたＪＲ東労組第５１回定期中央委員会で決定した、２０２

５ＪＲ総連春闘方針に基づき、ベア一律１５，０００円満額獲得に向けてたたかうこと、そして「被害者が加害者にされた！ＪＲ東日本武蔵小金井駅暴行事件」において

個人訴訟に起ち上った若き組合員の決意に応え、全組合員と共に裁判支援闘争をたたかい抜くことを満場一致で確認した。 

 

会社は「コロナ前の収入には戻らない」と予測したが、着実に鉄道利用は増加し、インバウンド需要も過去最高となり、第３四半期決算では増収増益、純利益も

好調で年度末の目標をすでにクリアした。同時に本体の人件費は下がっていることから、会社の支払い能力は十分にある。多くの職場では要員不足の実態があ

り、働き度は増している。「連携と融合」が進む一方で希望しない異動など精神的にも苦労し、さらに教育・訓練が不十分な中、事故・事象が増加し安全が脅かされ

ている。多くの社員は休日出勤や時間外労働で心身共に疲弊し、多能化など施策のスピードに追い付かず、タブレット配信のみで管理者間・社員間のコミュニケ

ーションも希薄になり社員の心は離れ、一方的で異常な職場管理が覆い尽くし、そこに人の温もりを感じることは出来ない。 

一方、終わりの見えない物価上昇に賃上げが追い付かず、生活実感は厳しさを増している。経営側による景気の好循環をめざして行われている政労使議論に

惑わされることなく、取り巻く情勢を把握して堂々と要求を掲げ、満額獲得に向けて全力でたたかおう！ 

あらゆるハラスメント・不当労働行為を許さないたたかいは、職場からの怒りと、それに基づく組合員との信頼関係を基礎とした連携によるたたかいで団体交

渉に高めて会社と向き合ってきた。しかしその回答は真実に向き合わず、会社幹部、管理者の自己保身により不誠実な回答に終始する姿勢は、労使議論で解決し

ていくとした労使の基礎的条件「６項目」にある「労働協約に則り、労使間の諸問題は速やかに団体交渉における話し合いにより解決すること」を会社が自ら反故

にしている。 

大地申第１６号、宇都宮運輸区での懲罰的日勤教育とパワハラは原因究明を蔑ろにし、本人への責任追及を貫く会社姿勢や第５回交渉から３９４日が経過してよ

うやく第６回交渉が行われたことは問題解決に向き合う姿勢にない事は明らかだ。また大地申第２０号「大宮運転区で発生した不当処分・不当転勤の撤回を求め

る」緊急申し入れについては、７か月間、計６回に及ぶ団体交渉が行われ、職場として業務指示違反の認識がないことや「二重の処分」として現場長が異動の事前

通知を行ったことを一致させたが、処分と転勤撤回については対立して終えた。団体交渉の中では事実を合わせるための「組合員と管理者との面談内容」等が一

切示されず、不誠実団交であり労働協約違反であることを通告してきた。 

不当労働行為について、小金井運転区で脱退慫慂を行い、組合の指摘を認めた管理者５名のうち３名には処分が発令されたが、２名は嘘をついて逃げ回って

いることから、被害を受けた組合員への調査を求め、継続議論としている。また、さいたま運転区で脱退慫慂を行った管理者も「事実がなかった」と嘘をつき続け

ているため、事実経過を一致させ、原因究明と再発防止に向けた具体的対策を求め、中断している。 

大宮地本はこれまでも不当労働行為に対し、職場からのたたかいと団体交渉で解決を図るため、７本の申し入れを行い、会社に「不当労働行為と捉えられかね

ない事象」として認めさせ、その都度議事録確認も行ってきた。私たちはこうした会社姿勢に対し、労使議論を愚直に守り、交渉の中で粘り強く指摘してきたが、未

だ根絶には至らない。私たちは労働者の利益を守り抜くため、労使で内容を一致させた「不当労働行為撲滅宣言」を遵守させ、労働組合として堂々と団体交渉で

問題解決を図っていく。しかし、解決できない場合は職場討議を行い、あらゆる手段を活用することで、不当・不法行為を繰り返すＪＲ東日本の経営体質を是正す

るたたかいを推し進めていく。 

職場活動のさらなる強化によって、「安全・健康・ゆとり」ある職場をつくり出すために、経営のパートナーとされる社友会との違いを明確にして、過半数代表者

選挙の勝利に向けて実践していく。そして施策の検証を強化し、問題や課題を明らかにして全組合員で会社施策と経営姿勢に立ち向かい、不当•不法行為に悩み

苦しむ仲間に寄り添い団結・連帯を強化していく。 

 

今年は戦後８０年を迎える。大宮地本主催「８月平和集会」で確認した平和の大切さ・尊さを我がものとして、地域の方々・自治体や議員等との連携で憲法９条を

守り広める平和運動を推し進めていこう。そしてＪＲ羽越本線脱線事故、ＪＲ福知山線脱線事故から２０年という節目を踏まえ、安全の危機に対し過去の事故・事象

から真摯に学ばなくてはならない。その教訓は「責任追及から原因究明へ」であり、安全風土再確立のための職場議論を創りだしていく。 

職場現実に即した取り組みやレク・ サークルなどで培った人間関係を基軸に、「抵抗とヒューマニズム」の精神で更なる組織強化・拡大と１万人組織の実現に向

けて、職場から全組合員でたたかいを推し進めていこう！ 

以上、宣言する。 

２ ０ ２ ５ 年 ２ 月 １ ６ 日 

東日本旅客鉄道労働組合 

大 宮 地 方 本 部 

第 ２ ５ 回 定 期 委 員 会 

４月１１日（金） 

回答以降、緊急アンケートに昨年を 

大きく上回る２５０００件を超える声が集まる！ 
本部は職場の声と納得できない理由を 

最大限訴え、撤回を求めたが・・・ 

しかし 

会社回答は 

 
■日にち：２０２５年 ５月１４日（水） 

■時 間：受付開始 １３時３０分～ 開 会 式 １４時００分～ スタート １４時１５分～ 

■場 所：ウニクスボウル南古谷 

     （ＪＲ川越線南古谷駅下車徒歩８分） 

■参加費：一人 2,000 円（小学生以下 1,500 円） 

※シューズを借りる場合は別途４００円必要 

■申込締切：５月１日（木） ※参加希望者は分会、支部、地本まで 

 

 

 

 

 

鉄道模型は各自で持参してください！ 

参加費：１人５００円（小学生以下無料） 

ベアの格差拡大を許さず、働く者へ報いない会社姿勢を正すためにたたかおう！ 


